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まえがき

南西海域並に鹿児島南部沿岸に於て漁獲された魚のうち放射能で汚染されたものとして

廃棄された魚の比率は一昨年８月一応減少したかに見えたもの巽，再び増大して１０月，

11月と高率を示すに至ったので，魚群回瀧状況を再検討せざるを得なくなり，又海水，プ

ランクトン類をも汚染されているか否か検討せねばならなくなった．本報ではそれらに関

する一連の考察結果について述ぺる．

Ａ・廃棄魚漁獲地点とその検討

もそそも水産漁業に於ては，その採算を成立させるために時間的に空間的に撰択性を帯

びて来ざるを得ないものである．従って某月，某地点で某魚類の獲れた事は，漁獲作業の

行はれた事実を通してその魚類の存在する現象を示すにすぎない．作業の行はれなかった

時期，行はれなかった地点にも同じ種類の魚が存在しなし､とは云はれない訳であって，放

射能を帯びた魚が漁獲されたと云う事実を判定するのにはこのような広い視野を具えて後

でないと誤まった結論を把える虞れが生じよう．

所で,鹿児島の近海で行はれる漁業は,放射能に関係ある魚種バシヨウカジキ,キハダマ

グロの２つについて云えば大体次の通りである．即ちバショウの主漁場は東支那海，大体

の漁期は～７月～１月～（盛漁期：１１，１２月）であってキハダの主漁場は南西諸島南東海

域，大体の漁期は～10月～７月～（盛漁期：１，２，３月）である．シイラ，サワラの如き

はしばしば放射能をもつけれども主目標としての魚種ではなくて各種の純へ副次的に掛る

にすぎないものである．

今鹿児島県（主として鹿児島港）に水揚げされた４魚種の魚獲尾数とそのうちの放射能

を帯びた魚の尾数とを月別に掲げれば第１６表のようになる．（この他の魚種には今迄の

所放射能汚染による廃棄魚は生じていなし､．）

見る通りシイラの廃棄尾数の率は７月以降急に下り９月以後は全く見られないが，バシ
＊

ヨウカジキにつし､ては７月検査緩恕後８月一旦下り再び９月に山を示して後12月迄低減

する．（実数では11月が最高を示す．）

放射能が検出された為に廃棄処分に遭った魚がどの地点で獲れたかは別報（第１報,第

1-'’2図）に掲げられているが，これによればその漁獲地点が南方から次第に北上して東支

＊７月１９日，公衆衛生局長通牒による。
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う．まとまった漁獲のあるような魚

群が動くにつれて漁場も動くのだと

考える時だけ，そのような魚群その

ものの遷移と漁場の遷移とは一致す

る筈だからである．

そこで定置網の漁獲が問題にな

る．これでは漁場が空間的に固定ざ

れ魚の動きが時間経過的に眺められ

る場合と考えてよい．第１７表（第

10図参照）によれば，実数の多いの

は９，１０，１１月であるがその率から

見ると７，９，１１月に山が出る．そ

こで３～４月の水爆影響を受けた魚

群が９月に鹿児島附近へ到来したと

見てもよいのではなかろうか．別報

第１-''９図でも判るように６月初頃

台湾東方にあった漁獲地点重心が７

月には種子ケ島に達しているから，

カジキ魚群の重心が東北上する速度

は１ケ月当り略交８００ｋｍとなる．

ビキニから種子ケ島迄の曲り経路を

約５０００ｋｍとすれば此等の魚群が

約６～７ケ月で到着すると考えるの

董
萱
諒
崖

那海へ入るような遷移を示している．又７．，８月には殆ど漁獲されないのに１０，１１月と
再び九州西南海域で獲れ始めている．これは漁場の遷移という事と魚群の移動という事と
の関係を充分に勘案しなければ資料として活用するのに誤を生ずる虞れのある現象である
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延縄漁獲尾数に対する放射能廃棄

魚尾数の比率と鹿児島県南部沿岸

の定置網（又は刺網）で漁獲され

たものの同率とをバシヨウカジキ

に関してのみ図示したのが第10図

である．これを概観すれば，被災

魚の重心は南洋方面より約６ケ月

の遅れと士１ケ月の時間的拡がり

とを生じつつ薩南海域に到着した

のであろうと思われる．各月の旬

単位で廃棄魚を集計して４魚種に

つきその変化を画いたのが第11図

である．これによれば次のような

事が推定されて来る．

沖合延縄によるものが９月に皆無

で１０月になって多くなり１１，１２

月と低くなっているのは被災魚が

鹿児島近海を通過して北上し再び

南下して来たものと見るべきでは

あるまいか．１０月以降のものが被

災第２群（８月以前の群を前半３

月の爆発によるもの，１０月以降の
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れぱ少くとも１日群南下

の量の1,5,7,倍に上る

ものと計算され，その

実数は11月に於て最高

と推定されるものであ

る．

このようにして放射

能廃棄魚の漁獲された

地点やその尾数，日時

などを調査する事によ

って，南洋方面から日

本近海へ至るバシヨウ

カジキの回海や支那海

での資源量添加率を推

鹿児島大学水産学部紀要蛍,４巻
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定したり出来る点は，……一一一一……一一一一一

誠に数少し､水爆実験活

用のさ＞やかな１例で

でもあろうか．

■叩Ｕ叩００叩叩ＭＷＵＥＵＩＯＵＯＵＵＯ叩叩叩１０”０K

被爆の影響であるか

否かは全く不明である

がカジキ崎型尾の写真

を掲げる．これは昭

和２９年８月奄美大島

西方海域に於て敬天丸

が捕獲したもののうち

Survey-meterで放射

能を検出された２尾の
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●

そのうちでも前半(８，９，１０月）にはＣ〃α9伽〃Ｏｓｓｐ・が最も多く，ついで剛加soﾉg郷ａ

バシヨウカジキの尾ビレである．共に体表ｃｏｕｎｔ２００～400程度のものであるが，Ａは

普通でありＢはしま甚しく崎型である．正後面より写したＢの形から判るように流体力学

的には上下の均斎が割合とれている．参考迄にＢ魚の内臓の灰化したもの１００ｍｇ毎の

Countを掲げるならば，腎・牌・肝の各臓で夫を1273±12,698±5,443±５ｃ/ｍｉｎであ

った．

Ｂ・鹿児島湾附近の海水・プランクトンについて

９月，１０月，１１月と鹿児島県南部沿岸及び鹿児島湾口の定置網で漁獲されたバシヨウカ

ジキのうちより若干の放射能汚染魚が発見されるに至ったので,９月以降のプランクトン，

12月以降の海水・プランクトンについて放射能の有無を検討した．

プランクトン・海水は湾内，湾口に於ける本学で数年前より実施している月初めの海洋

観測の３０定点及び屋久島，種子島沿海の黒潮流域の地点で採集したものである．プラン

クトンは各点毎に北原式定量用ネットを５０ｍ層から垂直曳きして得たもの，海水は第１２

図ａ，ｂに示した各点に於て，表層及び５０ｍ層から約２どづ＞採水したものである．

第１９表及び第２０表参照．
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１０月分以降のプランクトン

は，湾口部（１～１２，２７－３０

の各点）と湾奥部（13～26の

各点）とに分けて灰化し，之

をCounterにかけた．測定

結果は第１９表に掲げた．

表に見る如く，プランクト

ンには測定期間を通して殆ん

ど放射能を認め得なかった．

〔海水〕海水の放射能検索

148

要 約

廃棄魚(＝綴譲)は一昨年９月一応減じていたのであるが,'0,,,月と再び箸
るしく増大した．

そこで著者等は鹿児島沖合の海面でもプランクトン，海水が汚染されているのではない
かと危倶するに至った．

1．Back-Scatteringswere36±1～37±１は三宅氏等の行った方法と同

2．Part-mark：Ａ＝AllPoints〔1～30〕様のものに基いて之を行う．
Ｓ＝SouthPoints（1～12,27～30）

即ち，海水１乏中へ鉄明諜
Ｎ＝NorthPoints（13～26）

並に塩化バリウムを夫々Ｆｅ３．Ｒｅｓｐｅｃｔｉｖｅｌｙｃｏｕｎｔｅｄｆｏｒ４ｍｉｎ、

１０ｍｇ，ＢａｌＯｍｇ生ずる如く

投入し，煮沸後冷却し，フエノルフタレソ指示で桃色を呈する程度にアンモニアを以て中

和して生じた赤褐色沈澱を漁別乾燥後Counterにかけるのである．

１１月以前の採集分では海水量が少く計数結果が不確実と思はれたので，１２月から第１９

表に示すような１１点で表層及び５０ｍ層より約〃宛採水測定した．第１２図ｂ参照．

湾内の分については更に１月，２月と之を行った．結果は第20表に示す．海水の場合も

プランクトンと同様,鹿児島湾口，屋久島北方沖黒潮流域共に放射能を認められなかった．

尤も別報（第１報）で触れたように，混合塩類の有する放射性物質吸着能自体にも若干

の疑問が残っているので，海水のもつ放射能に関しては今後更に研究して行く予定であ

る．

以上に得られた結果は，要するに「鹿児島湾及びその南方の屋久島北側黒潮系水域の海

水中には塩類にもプランクトンにも放射能が認められなかった」と云ふ事なのであるが，

現実にまだ流着しないのか，或は来ていても稀釈され過ぎて認められないのか，少くとも

我灸のやった方法では放射能は認められなかったという事をこ弾に報告する訳である．

sp.，ＢａC〃γjａｓ卿"ｚ属が多かった．後半（１１，１２，１月）の植物性プランクトンとして

はＣｈ・属もＲｈ､属も少くなり之等に代ってＳｵ”〃α"叩批ｊＳｓｐ.などが多くなっている．

９月分のプランクトンは採集
Ｔａｂｌｅ１９．Countsofplanktons

量が少な過ぎるので，全部を
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参考として著者等はバシヨウカジキの崎型尾鰭を示している．その内臓は相当な放射能

を示した．
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本報では著者等はバショウの魚群衆体変動と定置網漁獲に於ける廃棄率との関係につい

てのべ，更にプランクトンにも，海水にも，何等放射能を認め得なかったと云う事実をの

1．Backscatteringwere32±１

２．Respectivelycountedfor4min．
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灰化したもの100ｍｇにつき毎分カウントは夫々肝臓で443±５，牌臓で698±５，腎臓

で1273±１２であった．

採水，プランクトン採集等に当って尽力して頂いた本学玉利教官，隼人丸乗組員，漁業

科学生の各位に対して深甚の謝意を表してやまない

R6sume

Althoughthewastingrate(=fi患器等器惹sted)decreasedinSeptember，
itincreasedremarkablyinOctoberａｎｄＮｏｖｅｍｂｅｒ，1954．

Ｔｈｅｎｔｈｅａｕｔｈｏｒｓｗｅｒｅｃｏｎｃｅｒｎｅｄｆｏｒｔｈｅｃｏｎｔａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｗａｔｅｒａｎｄ

ｔｈｅｐｌａｎｋｔｏｎｓｉｎｔｈｅＳｅａｏｆｆＫａｇｏｓｈｉｍａ・

Ｉｎｔｈｉｓｐａｐｅｒ，ｔｈｅｙｄｅｓｃｒｉｂｅｄａｂｏｕｔｔｈｅｒｅｌａｔｉｏｎｓｂｅｔｗｅｅｎｔｈｅvariationof

thestockofSail‐ｆｉｓｈｓｐ、ａｎｄｔｈｅｗａｓｔｉｎｇｒａｔｅｉｎｔｈｅｃａｔｃｈｅｓｂytrapnets，

ａｎｄａｂｏｕｔｔｈｅｆａｃｔｓｔｈａｔｔｈｅｙｃｏｕｌｄｎotrecognizeanyradio-activityinｔｈｅ

ｐｌａｎｋｔｏｎｎｏｒｔｈｅｓｅａ－ｗａｔｅｒ･

Forareference，ｔｈｅｙｄｅｎｏｔｅｄｔｈｅｄｅｆｏｒｍｅｄｔａｉｌｆｉｎｓofsail-fishsp･whose

intervalorganshadstrongactivity〔liver，443±５；spleen，698±５；kidney，

1273±１２ｃ/m/100ｍｇ（ash）respectively〕．
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